
分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

１ ７５２
Ａ
1

嘉永６年
（１８５３年）・癸丑

江戸職員表
○山城屋弥市
●（竹内）

この霜月25日調、「刻以後役替分は追って改める」とある。寺社御
奉行以下を職員別に列記してある。

原
本

状 1

２ ６２７
Ａ
1

安政５年４月
（１８５８年）・丑

差上申御詫一札之事

○金谷宿 大井川役人：平八㊞　同：久左衛門
㊞
　藤枝宿 問屋役人：治助㊞　同：甚右衛門㊞
●記載なし

太守通行に付き、大井川越立の節、川越共不調法あり、格別の慈
悲により内済。（包紙入り）

原
本

状 1 DVD3

３ ３９
Ａ
1

慶応４年
（１８６８年）

のし おとし玉
○記載なし
●記載なし

幕府諸役所・氏名を列記（木版刷）。「価売禁3,000枚限絶版」とあ
る。

原
本

状 1

４ ７１４
Ａ
２

嘉永５年正月９日
（１８５２年）・壬子

当門様御勅命
○記載なし
●（竹内）

嘉永5年正月9日、大震殿にて当門様御勅命あり。後半欠により全
容不明。

原
本

状 1

５ ５９２
Ａ
３

弘化４年８月
（１８４７年）・未

手続書上
○（竹内）
●記載なし

弘化4年8月の「乍恐以手続書奉申上候」の文書、小前百姓、保太
郎不正につき、代官山上藤一郎へ愁訴申上げの内容が載ってい
る。

原
本

竪
帳

1

６ ５７９
Ａ
３

６月１５日 （警衛役について）
○代官：竹垣三右衛門
●用人：青山讃岐守

京都の警衛役、大坂表の警衛役についての氏名が、代官竹垣三
右衛門から和宮、天璋院の御用人に出されている書状。

原
本

状 1 DVD3

７ ５１７
Ａ
３

（江戸）７月２３日 京都大乱
○本町：松屋幸蔵
●横町：田中伝左衛門、伊藤助右衛門

当7月19日、「長州様屋敷より出火、公家衆34軒焼云々」、京都蛤
御門の変を知らせる。

原
本

状 1 DVD3

８ ５７７
Ａ
３

記載なし 判決集
○記載なし
●記載なし

はじめに、寄合鳥居甲斐守につき、京極長門守への永々御預の
件。以下、8件の武家方判決事例を載せている。

原
本

竪
帳

1

９ ７４１
Ｂ
１

（江戸） 金谷宿古来
○金谷横町：田中屋みせ、久右衛門忰八兵衛
写
●記載なし

寛永10年10月の検地奉行、横山四兵衛、秋野平左衛門、川井左
右衛門の名がある（形態不明）。

原
本

竪
帳

1

１０ ６２９
Ｃ
１

嘉永２年１１月
（１８４９年）・酉

中泉御役所江差上候願
書之写

○寺西直次郎代官所 金谷河原町役人代：九
左衛門㊞　同 百姓惣代：九右衛門㊞
●中泉御役所

去る未年、当町御年貢残米代永共に、草高入用小前取立につ
き、故障一件（表紙共4枚）。

原
本

竪
帳

1

１１ ６２８
Ｃ
１

嘉永２年１１月
（１８４９年）・酉

島田御役所江差上候書
面之写

○金谷河原町：源次郎㊞
●島田御役所

当支配所金谷河原町、去々未年、年貢残米並び草高入用小前取
立の儀、出入一件に付き（表紙共5枚）。

原
本

竪
帳

1

１２ ７４２
Ｅ
１

万延元年中夏
（１８６０年）・庚申

商用宝鋪盛
○掛川仁藤町：村田屋武兵衛
●田中屋八百吉

米の勘定帳、利足等を記す。遠陽城東郡加茂村、山本幸助、幸
保の算（版本）。

原
本

竪
帳

1

１３ ６３０
Ｅ
１

（江戸）５月12日
・子

（拝借埇数）
○記載なし
●記載なし

下泉村の勝山吉太郎殿より拝借の埇石数を報告。合計34石9斗2
升2合。

原
本

状 1

地区番号：10 地区名：河原町 竹内家文書目録

原・
写区
別

文書番号
形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

近世の部

通し番号
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１４ 632
Ｅ
１

（江戸） （記）
○記載なし
●記載なし

はじめに、卯13年、生葉賜り高、とあり、〆て543貫900目、となって
いる。

原
本

状 1

１５ ６３１
Ｅ
１

（明治）12月2９日
・未

覚
○九平次
●高橋御殿

午年10月より未年2月迄、ぬか5升、杉皮2把、茶のみ代金として、
金10円を請求。

原
本

状 1

１６ ７３５
Ｅ
４

（江戸）１１月
・子

奥山御庭御取立につき
○西村閑平㊞・功徳院㊞・多聞院㊞
●彦兵衛

奥山御庭取立あり、これにつき喜悦。直書下さり、ありがたく頂戴、
よろしく子孫に伝えよ、とある。

原
本

状 1

１７ ８００
Ｅ
８

明和６年正月
（１７６９年）・己丑

番匠町家雛形上
○十一堂広岡保教
●（竹内）

大工組物の雛型、図入り（版本）。
原
本

竪
帳

1

１８ ９１
Ｆ
１

享保３年１０月９日
（１７１８年）・戌

質流に相渡申家屋鋪之
件

○河原横町 主：吉右衛門、同所親類證人：市
右衛門、五右衛門、證人：清右衛門他3名、庄
や：八右衛門、佑右衛門、組頭：甚左衛門
●河原横町：半兵衛

金7両2分請取。表間口2間、裏へ押通、薮外まで。
原
本

状 1

１９ ９２
Ｆ
１

天保９年５月
（１８３８年）・戌

譲渡申屋敷證文之事

○譲主：横町半兵衛、親類證人：九右衛門、半
治、庄蔵、同證人：薮屋町千助、近所證人：与
兵衛
●親類：九右衛門賄佐吉、娘：およし

歩行7日半、役勤め兼ね譲渡。屋敷1畝2歩、分米1斗7合。（名主
源五郎、組頭惣右衛門、源次郎の奥書がある）

原
本

状 1

２０ ４３
Ｆ
１

（江戸）１月１３日 伊助書状
○伊助
●田中屋：半二郎

物品の値段等についてふれる。
原
本

状 1

２１ ３７
Ｆ
１

（江戸）３月８日
・戌

田中屋書状
○田中屋：伝右衛門
●八百吉

鉄砲丁美濃屋方にて八百吉あての書状。嘉7金15両為替、新茶相
場等についてふれる。

原
本

状 1

２２ ６３４
Ｆ
１

（江戸）９月
卯

覚
○田中屋半二郎
●御世話人衆中

諸材費の書上げ。なわ、釘等。
原
本

状 1

２３ ６３３
Ｆ
１

（江戸）９月２９日 覚
○八百吉
●横町御世話人

縄、角の口膳ひ、針、竹の代金として、〆て1貫76文を請求。
原
本

状 1

２４ ６３５
Ｆ
１

（江戸）１２月 キ
○遠州金谷宮崎町：榊太
●竹内

8月30日375文、同500文也。あわび代受取。
原
本

状 1

２５ ８０１
Ｆ
１

（江戸） 質屋騒談遣繰軍記
○鯰太平記作者：大道散人戯編
●（竹内）

質屋の騒談を記す。（7枚）
原
本

竪
帳

1
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２６ ６３６
Ｆ
１

（江戸） 覚
○遠州金谷横町竹佐：竹内屋佐吉
●上

〆て676文を請取。
原
本

状 1

２７ ６３７
Ｆ
１

（江戸） 覚
○記載なし
●記載なし

人参、牛蒡、いも、油揚等の食材費の書上げ。
原
本

状 1

２８ ６３８
Ｆ
１

（江戸） 覚
○かミや清四郎
●丁内入用

214文、釘代の請求。
原
本

状 1

２９ １６
Ｆ
２

享保６年１２月２７日
（１７２１年）・丑

永売渡申家屋敷之事
○川原中町：弥一郎
●三郎兵衛

「11両2分にて、1畝3歩の屋敷を売り渡す」との證文。
原
本

状 1

３０ ２６
Ｆ
２

元文４年１０月
（１７３９年）・未

質流相渡申畑之事
○西光寺
●半兵衛

下畑1畝4歩の畑を質流れの為、1両2分で売渡す、との證文。
原
本

状 1

３１ ３０
Ｆ
２

天明２年１２月
（１７８２年）・寅

売渡申田畑之事
○田地売主：横町半兵衛㊞、親類證人：横町
長三郎㊞、同断：清三郎㊞
●横町：九郎右衛門

田地2口、分米2斗7升4合、代金2分にて売渡し、年貢を上納す
る。

原
本

状 1

３２ ２１
Ｆ
２

文化３年１２月
（１８０６年）・寅

売渡申田地證文之事
○よこ川：清右衛門
●よこ川：九右衛門

下田2畝20歩の田地を1両2分で売渡す。12年目、本金が出来たら
請返ししてもらいたい。

原
本

状 1

３３ ５８２
Ｆ
２

嘉永３年２月
（１８５０年）・戌

扱人江差出し候書面保
太郎ゟ可請取分

○河原町訴訟方（表紙）
●記載なし

保太郎より請取るべき分の金員を記す。末尾に、金1,019両2分と
永129文1分、内訳に川方521両1分と永142文2分、地方449両と永
226文9分、町方50両とある。

原
本

竪
帳

1

３４ ７５８
Ｆ
２

（江戸） 満金御下ヶ写
○河原町
●（竹内）

天保10年御下ヶ金8両3分。以下、午年2月金9両1分まで、〆て金
103両3分と永95文9分、とある。

原
本

竪
帳

1

３５ ６８４
Ｆ
２

明治３年１０月
（１８７０年）・午

借用申金子之事
○高橋常弥㊞
●九平次

金10両、風損その他、入用金に差支え、借用。来る未年3月限り、
利足は1ヶ月金15両につき金1分とする（包紙入り）。

原
本

状 1

３６ ６３
Ｆ
２

文化６年１０月
（１８０９年）・巳

添證文之事
○地主：清右衛門㊞、證人：作右衛門㊞、同：
亦六㊞
●九右衛門

金2分、去る寅年売渡しの下田2畝20歩、分米2斗1升6合の地、差
支えにつき、借金證書請取り。

原
本

状 1

３７ ２５
Ｆ
２

文化９年１１月
（１８１２年）・申

売渡申田地證文之事
○よこ川 田地賣主：九右衛門、親類：九兵衛
●よこ川：与助

下田2畝20歩の田地を金3両、10ヶ年季で売渡す、10年目本金を
以て相違なくお返し願う、との證文。

原
本

状 1

３８ １４
Ｆ
２

天保３年１２月１０日
（１８３２年）

借用申金子之事
○借主：清三郎㊞、證人：清吉㊞
●田中屋：半二郎

金2両2分、当暮の商い仕入金に差詰り借用する、当大晦日に元
利共返済する。

原
本

状 1
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形
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数
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３９ ２９
Ｆ
２

天保８年１２月
（１８３７年）・酉

売渡申田畑證文之事
○横町売主：九右衛門㊞、同町親類證人：庄
蔵㊞
●平口屋：市右衛門

田畑3口、分米3斗1升9合を代金9両2分にて売渡し、年貢を上納
する。

原
本

状 1

４０ １
Ｆ
２

安政３年１１月
（１８５６年）・辰

借用申金子之事
○横町借主：九郎右衛門
●おきせ

金6両、字狐薮、散田2俵、諸事情により金子借用する。質物を書
入れ、来る巳4月（安政4年）元利とも、きっと返済する、出来ない場
合は売払っても構わない。

原
本

状 1

４１ ２８
Ｆ
２

安政６年３月
（１８５９年）・未

売渡申田地證文之事
○横町売主：九右衛門㊞、同町親類證人：半
二郎㊞、本町證人：吉右衛門㊞
●横町：伊右衛門

田地1口、分米1斗2升8合、代金10両にて売渡し年貢を上納する
（河原町名主惣右衛門㊞、他5名の奥書がある）。

原
本

状 1

４２ ３８
Ｆ
２

（慶応）４年２月７日
（１８６８年）

御廻状之写
○河原町
●記載なし

御一新につき、外国との交際における為替等扱い、参謀より達あ
り。

原
本

状 1 DVD3

４３ ６５
Ｆ
２

明治２年３月５日
（１８６９年）・巳

拝借金證文之事
○御金拝借金 島田宿：六三郎㊞、引請証人
金谷河原町：和助㊞、儀助㊞、八百吉㊞
●商法御会所

金360両、渡世向入用に差支え拝借。来る3月30日限り、日歩3厘
の利息にて返済する。

原
本

状 1 DVD3

４４ ８４
Ｆ
２

明治３年５月
（１８７０年）・午

千日講落札金預り證文
○預り主：佐七㊞、證人：亀次郎㊞
●講金預り主：八百吉、他御連中

落札につき、金30両を預り、ひと月に200文ずつ終会まで掛け継
ぐ。

原
本

状 1

４５ ５６
Ｆ
２

明治４年４月
（１８７１年）・未

借用申金子之事
○金子預り主：伊之助㊞、引当金預り證人：八
百吉㊞
●千日講御連中

金33両、落札により預り。質物は田中屋預りの六会講落札金。
原
本

状 1

４６ ６９
Ｆ
２

明治４年８月１１日
（１８７１年）・未

借用申金子之事
○湯日村：酒や八左衛門
●金谷：田中屋八百吉

金50両を拝借、返済は当月の晦日。
原
本

状 1

４７ ５２０
Ｆ
２

明治５年６月
（１８７２年）・申

借用申金子之事
○借主：伊藤瀧吉㊞、證人：親類 土屋源四郎
㊞
●田中屋：八百吉

金10両を借用、来る12月までに元利共に返済する。（包紙入り）
原
本

状 1

４８ １７
Ｆ
２

明治７年５月３日
（１８７４年）

賣渡申田地之事
○売主：竹内佐吉、証人：伊藤清吉
●竹内八百吉

字根岸にある合計2反2畝余りの田地を、金91両3歩にて永代売渡
す、差し当り金子が入用のため仮證を以て書面の通り請渡す。こ
の田地について親類など少しも差障りのある者はいない。

原
本

状 1

４９ ６８
Ｆ
２

（江戸）９月１２日 借用申金子之事
○小林鐘蔵㊞
●田中屋：八百蔵

金5両を借用、返済は10月扶持方が戻り次第。（包紙入り）　この他
に同人の金子借用の覚が2枚ある。

原
本

状 3

５０ ８０
Ｆ
２

（江戸）１０月２１日 覚
○栗原金弥㊞
●田中屋：八百吉

金3両、御扶持方相渡し次第返金する。
原
本

状 1
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５１ ６４
Ｆ
２

（江戸）１２月大晦日
・酉

金子借用
○清三郎、清吉
●田中屋：半三郎

金1両を拝借。包紙に「二軒屋原切起し證書 高橋様宅地」とある。
原
本

状 1

５２ ２２６
Ｆ
２

記載なし 借用申金子證文之事
○借主：横町佐吉、證人：仁兵衛
●平口唯一郎

金50両を借用、（但し利息は1ヶ月銀6両、反別3反8畝26歩、散田9
俵半成）、来る酉年7月までに返済する。滞った場合は地所を売
り、元利共返済する。

原
本

状 1

５３ ８０２
Ｇ
１

弘化３年１１月
（１８４６年）・午

弘化３年 宿々囲人馬心得
方取調控写

○記載なし
●（竹内）

宿々囲人馬の心得方取調べの写し。末尾に「乍恐以書付奉願上
候」酉4月24日奉行所宛書付けとある（奉行所宛て書状同綴り）。

原
本

竪
帳

1 DVD3

５４ ２０４
Ｇ
２

（江戸）２月９日
・亥

写
○品川宿問屋：忠兵衛、喜助、組合宿取締役
年寄：忠次郎、名主庄十郎
●川崎宿より大津宿まで宿々御役所

公方様御軍艦にて上洛につき、陸地発與については、宿助郷方
対応の触れ。

原
本

状 1 DVD3

５５ ７１３
Ｇ
３

文政５年正月
（１８２２年）・午

大増補道中独案内図
○大坂心斎橋南４町目：吉文字屋市左衛門 他
●（竹内）

全街道図、東海道他各宿駄賃附等を記す。
原
本

版
本

1

５６ ５７８
Ｇ
３

天保８年１２月
（１８３７年）・酉

覚

○岸本十輔御代官所 駿州志田郡島田宿大井
川役人年行事：和市 以下12名　大井川庄屋：
八右衛門 以下2名
●薩州様御内：海老原宗之丞

大井川拝借金返納方、年々書面の通り上納、とある。合せて元金
1,700両、合せて利子680両（表紙共10枚）。

原
本

竪
帳

1 DVD3

５７ ６３９
Ｇ
３

天保１０年
（１８３９年）・亥

歩行役助成金写
○金谷河原町
●記載なし

天保10亥年助成口金9両と永117文1分、琉球人より永113文、〆て
金9両1分と永40文1分、これは金谷河原町へ渡すべき利金取立
高。以下、天保12丑年まで3ヶ年の記録。中に書付け2枚を挟む
（表紙共7枚）。

原
本

竪
帳

1 DVD3

５８ ７１９
Ｇ
３

弘化４年１１月１７日
（１８４７年）・未

御見分書
○遠州榛原郡金谷河原町 組頭：源次郎㊞・百
姓代：作左衛門・名主見習：保太郎
●山上藤一郎手付：山崎次郎太郎

大井川御囲米152俵2斗4升7合3勺売却に付き、出入。請印差上
げ。

原
本

状 1

５９ ５７６
Ｇ
３

弘化５年正月
（１８４８年）・申

乍恐以書付奉願上候
○1番組惣代以下10番組惣代まで各4名ずつ
署名捺印
●川庄屋御衆中

弘化5年2月に嘉永元年と改元。川方スワイ割押領の件につき、願
い。

原
本

状 1

６０ ６４０
Ｇ
３

元治元年４月
（１８６４年）・子

再願書写

○伊奈半左衛門御代官所 東海道金谷河原町
役人惣代組頭：九右衛門
●道中御奉行所 当時御奉行木村甲斐守様御
掛り御留役：石川治左衛門

高636石7斗1升3合、家数512軒の内113軒、反別3町4反15歩の歩
行役屋敷、1軒に付き3畝歩ずつ地子免許、伝馬勤め、農家困窮、
歩行、川越共両役勤め難きにつき。

原
本

竪
帳

1

６１ ６４１
Ｇ
３

（江戸）正月２７日 廻状啓上
○川会所
●河原町帳付御衆、問屋場御衆

川会所よりの廻状、他、川会所関係資料を多数添付し一巻仕立
て。

原
本

状 1 DVD3



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

原・
写区
別

文書番号
形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考通し番号

６２ ５３５
Ｇ
３

（江戸）２月２３日 覚
○秋葉山役寮㊞
●金谷川方御役人

大井川越し立によろしく頼む、との状。
原
本

状 1 DVD3

６３ ６４２
Ｇ
３

（江戸）２月２７日 書状
○日本橋組：越前屋孫右衛門
●木挽町５丁目 松川屋藤兵衛方止宿 大井川
金谷方御役人：九右衛門

日本橋組年行事通1丁目越前屋孫右衛門他、京橋、芝口、大柴、
神田、山ノ手、各組年行事の一覧（封筒入り）。

原
本

状 1

６４ ７１１
Ｇ
３

（江戸） （道中）目録
○記載なし
●（竹内）

諸街道各宿の案内。
原
本

竪
帳

1

６５ ５３４
Ｇ
３

（江戸） 御触
○記載なし
●記載なし

長防征代進発の触。兵糧米、秣用意最寄代官にて取調べ、その
指図により差出すように。

原
本

状 1 DVD3

６６ ７１７
i
１

安政２年１０月２日
（１８５５年）

江戸大地震並ニ出火細
鑑

○泰平堂
●（竹内）

江戸市中の大地震、火災被害につき、25事例を記している。
原
本

横
帳

1 DVD3

６７ ７１８
i
１

安政２年１０月２日
（１８５５年）

地震類焼場所明細書之
写並街道筋近郷聞書

○記載なし
●（竹内）

10月26日改で、「禁売買」とある版本仕立。安政大地震に伴う火災
場所等の明細、聞書からなる。

原
本

横
帳

1 DVD3

６８ ７２４
J
１

明和７年１１月
（１７７０年）・癸寅

商家秘録 全
○書林 大坂高木遷喬堂 他
●（竹内）

商家心得等からなる（本文80頁）。
原
本

竪
帳

1

６９ ７２０
J
１

天保１４年
（１８４３年）・癸卯

世話千字文
○浪花書林 心斎橋北久太良町河内屋善兵衛
他
●河原横町竹内九右衛門忰喜代平

本文中に、「嘉永4年辛亥2月吉日」「遠江国榛原郡志戸呂店 金谷
河原横町」「横町竹内九右衛門忰喜代平」の墨書きがある（本文13
頁）。

原
本

竪
帳

1

７０ ８３８
J
１

（江戸） 二十四孝大舜
横町竹内屋

○金谷横町：佐太郎
●記載なし

中国の24人の孝子を絵入りで紹介。奥付に、御覧の後は早々に
返して欲しい、との金谷宿15軒町沢井平助の墨書きがある。

原
本

竪
帳

1

７１ ７２１
J
１

（江戸） 冥加訓巻之一・二・三
○記載なし
●横町：竹九

横町の竹内九右衛門所有本。（巻1・20頁、巻2・17頁、巻3・14頁）
原
本

竪
帳

3

７２ ７５９
J
１

（江戸） 四季仮名文
○はつ（此ぬし）
●（竹内）

年始のあいさつ、以下、収める。
原
本

横
帳

1

７３ ８０３
Ｊ
２

明和３年１０月１６日
（１７６６年）・丙戌

高師直塩冶判官太平記忠
臣講釋

○作者 近松半ニ・三好松洛・竹田丈吉・竹田
小出・筑田平七・竹本三郎兵衛
●かなやまち：竹内半兵衛㊞（遠州金谷河原
横町竹内）

歌舞伎の講釋本。（厚さ15cm）
原
本

竪
帳

1

７４ ８３９
Ｊ
２

文化３年２月吉日
（１８０６年）・寅

世大坂二對女夫
○沢村蔵扳
●（竹内）

長唄本。表紙に市村座市村亀蔵の姿紙。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

原・
写区
別

文書番号
形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考通し番号

７５ ７３９
Ｊ
２

文化９年
（１８１２年）・申

新刻 俳諧線衣目録
（歳時記）

○崇文堂：前川六左衛門
●記載なし

春夏秋冬の俳句の季語が書かれている。
原
本

折
本

1

７６ ８０４
Ｊ
２

文政１０年５月
（１８２７年）・亥

此度 江戸芸者一件
小倉廿一歌仙

○葉つ
●（竹内）

小倉21歌仙の和歌に江戸芸者のおもいを歌いこむ。末尾に、「文
政十丁亥年五月馬鹿山人の写し」とある。

原
本

竪
帳

1

７７ ８０５
Ｊ
２

天保３年
（１８３２年）・壬辰

たなはた様御歌下
○斉藤初
●記載なし

七夕を詠った和歌を列記してある。
原
本

横
半
帳

1

７８ ７６０
Ｊ
２

弘化３年正月
（１８４６年）・丙午

（俳句集）
○雪中庵推陰
●（竹内）

版本。諸題毎に、俳人の句を刻む。
原
本

竪
帳

1

７９ ８４０
Ｊ
２

嘉永元年５月吉日
（１８４８年）・申

冬花車
花車岩井扇

○沢村蔵版
●（竹内）

長唄本。表紙に中村座西村萯次郎の姿紙。
原
本

竪
帳

1

８０ ７６１
Ｊ
２

安政２年
（１８５５年）・乙卯

掌中手桃燈
○江戸書林 録森堂
●（竹内）

帯封の中に、「金花堂蔵版目録 須原屋佐助」の目録がある。
原
本

竪
帳

1

８１ ７６２
Ｊ
２

安政６年正月１６日
（１８５９年）・己未

（俳句集）
○管見雅（花押）
●（竹内）

安政6年正月の句会評集。表紙が欠けている。
原
本

竪
帳

1

８２ ５８０
Ｊ
２

安政６年４月７日
（１８５９年）・己未

雪中庵鳳洲選
（四時混題十萬句集抜粋）

○雪門社中
●記載なし

雪門社中の俳句集。　・淋しさを離れて高き・・・等。
原
本

横
帳

1

８３ ８０６
Ｊ
２

（江戸）婦月吉日
・戊子

戊子婦ミ月七夕様御う多
（中）

○宮本葉津
●（竹内）

七夕に係る和歌を記す。（17枚）
原
本

横
帳

1

８４ ７７５
Ｊ
２

（江戸） 上りこうた稽古本
○宮本はつ
●（竹内）

はじめに、「飛脚忠兵衛」の話あり。㊞（遠州金谷河原横町竹内）が
押印されている。

原
本

竪
帳

1

８５ ７７７
Ｊ
２

（江戸）
柿園嵐牛評月並巳十二
月分

○催主：功鯉、静斎
●（竹内）

柿園嵐牛の評を得た俳句。俳人の句、所在等を記す。
原
本

状 1 DVD3

８６ ７７６
Ｊ
２

（江戸） 象評句集
○俳人桜山 他
●（竹内）

俳人の句集。
原
本

竪
帳

1

８７ ７７１
Ｊ
２

（江戸） 四季乱題発句集
○花遊
●（竹内）

諸題毎に俳句を列記してある。朱字にて評者の感想を記す。
原
本

竪
帳

1

８８ ４０
Ｊ
２

（江戸） 和歌三首
○記載なし
●記載なし

酔人のざれ歌か。
原
本

状 1
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別

文書番号
形
態

数
量
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８９ ２０３
Ｊ
２

（江戸） 嵐牛書状
○嵐牛
●ミかニ君、茶友君

句会案内。
原
本

状 1 DVD3

９０ ７７３
Ｊ
２

（江戸） 大津絵ふし
○此ぬし：はつ
●（竹内）

はじめに、「お正月松竹七五三かさり年始の御祝儀と云々」の記述
がある。江戸の風景を記す。

原
本

横
半
帳

1

９１ ７７２
Ｊ
２

（江戸） （絵入和歌）
○深川八幡社内：宮本はつ
●（竹内）

はじめに肴店の和歌、以下、絵入の和歌を記す。
原
本

竪
帳

1

９２ ７６９
Ｊ
２

（江戸） 琴唄稽古本
○宮本はつ
●（竹内）

芙蓉の夆、他、高砂までの詞を記す。㊞（遠州金谷河原横町竹
内）が押印されている。

原
本

竪
帳

1

９３ ７６８
Ｊ
２

（江戸） 狂歌
○（竹内）
●記載なし

はじめに、「大ぎやうにいへは2年え渡る雨 天のめくみを受しほし
見せ」の狂歌、以下、列記されている。

原
本

横
半
帳

1

９４ ７６７
Ｊ
２

（江戸） （俳句）
○記載なし
●（竹内）

俳句を列記している。
原
本

状 1

９５ ７７４
Ｊ
２

（江戸） 座つきけいこ本
○記載なし
●（竹内）

はじめに、三下り「日本めでたい春日の山ハ云々」とある。
原
本

竪
帳

1

９６ ７６４
Ｊ
２

（江戸） 家那希多類
○此ぬし：はつ
●（竹内）

俳句の列記。　㊞（遠州金谷河原横町竹内）とある。
原
本

横
帳

1

９７ ７６３
Ｊ
２

（江戸） 七機天川発句集 上
○宮本はつ
●記載なし

はじめに、「天の川夜毎夜毎の渕瀬哉」、以下、俳句を列記してあ
る。

原
本

横
半
帳

1

９８ ７７０
Ｊ
２

（江戸） いせおんど
○（竹内）
●記載なし

はじめに、「伊勢は津でもつ」云々。
原
本

竪
帳

1

９９ ７６６
Ｊ
２

（江戸） 年代記児かう譚
○記載なし
●（竹内）

俳句が記載してある。
原
本

状 1

１００ ７６５
Ｊ
２

（江戸） 近江石山詣の記
○（竹内）
●記載なし

近江の石山寺詣の記。
原
本

状 2

１０１ ８２４
Ｊ
２

（江戸） （物語墨書）
○記載なし
●記載なし

はじめに、「弐番」とあり、「おくにもさすがうちつけにいふに言われ
ぬもつれ髪、おりから奥はおまちの琴唄」とある。

原
本

竪
本

1

１０２ ８２２
Ｊ
２

（江戸） （葉うた等）
○記載なし
●（竹内）

葉うた等を記す。（一括）
原
本

状 1

１０３ ８２１
Ｊ
２

（江戸） 七夕姫
○記載なし
●（竹内）

はじめに、「つつみうた七夕姫」とあり、以下、七夕に係る歌を記し
てある。

原
本

状 1
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１０４ ８１７
Ｊ
２

（江戸） 葉うた寄ほん
○喜野
●記載なし

始まりとして、12月26日、金2朱山形屋様とあり、以下、未正月2日
から申12月6日までの記録。

原
本

横
半
帳

1

１０５ ８１６
Ｊ
２

（江戸） 葉うた寄ほむ
○葉津
●記載なし

初めに、「初春の寿祝納め度参らせ候へし」とあり、以下、葉歌が
載っている。

原
本

横
帳

1

１０６ ８２３
Ｊ
２

（江戸） （俳句等）
○記載なし
●（竹内）

俳句等を記す。俳句を記した和紙で包まれている。（一括）
原
本

状 1

１０７ ８１２
Ｊ
２

（江戸）
百人一首
（小型本）

○葉津（初）
●（竹内）

百人壱首、上之巻と下之巻。
原
本

横
帳

2

１０８ ８１１
Ｊ
２

（江戸） 妹背山能段（再版）他
○本材木町1丁目：西宮新六
●㊞（遠州金谷河原横町竹内）

浄瑠璃本。
原
本

横
帳

1

１０９ ８１０
Ｊ
２

（江戸） 源氏可那文章 全
○東都書林馬喰町４丁目：草度幸三郎
●深川：宮本葉津

（朱字）竹内志無とある。（版本）
原
本

竪
帳

1

１１０ ８２０
Ｊ
２

（江戸） 歌舞伎演目
○記載なし
●（竹内）

当名代に「一つ谷嬾軍記」他を載せ、以下に諸役者の名を記して
いる。

原
本

状 1

１１１ ８１９
Ｊ
２

（江戸） めりさすけいこ本
○竹内佐太郎
●記載なし

「明のかね」「ねこのつま」「きせう」「五大力」「びんづる」の内容。
原
本

竪 1

１１２ ８１８
Ｊ
２

（江戸） 狂歌觸
○竹内はつ
●記載なし

はじめに、「三つ峯のお犬様戌門に植て花ぬす人の守りにやせ
ん」とあり、以下、狂歌が列記されている。

原
本

横
半
帳

1

１１３ ８１５
Ｊ
２

（江戸） 三下り葉うた寄本
○喜野
●記載なし

はじめに、「此の糸のゆかりの色やかきつばた、ほれてなる中くよく
よと明くれ思ふて暮す人」とあり、以下、葉歌を載せている。

原
本

横
半
帳

1

１１４ ８１４
Ｊ
２

（江戸） （連歌師俳諧師番付表）
○記載なし
●（竹内）

連歌師、俳諧師の番付、「はせを金十両」とあり、以下、銀目で表
す。

原
本

状 1

１１５ ８１３
Ｊ
２

（江戸） 源氏発句集
○葉津
●記載なし

俳句書写を一括、「源氏発句集」と墨書きされた和紙に包む。
原
本

状 1

１１６ ８０９
Ｊ
２

（江戸） 長唄稽古本
○神田平永町：森田屋金蔵
●竹内は津

教草吉原雀、以下、収録する。（版本）
原
本

竪
帳

1

１１７ ８０８
Ｊ
２

（江戸）
玉麺屋許月次末３月分
２８０句余

○（催主：八百・陶由・茶友）
●（竹内）

俳句集。
原
本

竪
帳

1

１１８ ８０７
Ｊ
２

（江戸） 仮図
○竹垣内
●（竹内）

押花の図入り。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

原・
写区
別

文書番号
形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考通し番号

１１９ ８４４
Ｊ
２

（江戸） 妹背山の段・寺小屋の段
○子伝馬町３丁目：蔦屋重三郎（板）
●（竹内）

浄瑠璃本、竹本春太夫の名がある。㊞（遠州金谷河原町㊈竹内）
あり。

原
本

竪
帳

1

１２０ ８４３
Ｊ
２

（江戸）
琴責の段
三段目壇浦兠軍記

○江戸西宮新六原板 大伝馬町3丁目：三河屋
喜兵衛版
●（竹内）

浄瑠璃本、竹喜之とある。
原
本

竪
帳

1

１２１ ８４２
Ｊ
２

（江戸） さ起むす免
○神田平永町：森田屋金蔵版
●（竹内）

長唄本。表紙に市川座瀬川菊之丞の女姿絵がある。
原
本

竪
帳

1

１２２ ８４１
Ｊ
２

（江戸） 初咲法楽舞
○ふきや町かし通り：富士屋小十郎
●（竹内）

長唄本。表紙に市村座中村かしとの姿絵がある。
原
本

竪
帳

1

１２３ ７５４
Ｊ
２

（江戸） 俳句集
○千穐庵
●記載なし

俳句43句。
原
本

竪
帳

1

１２４ ７３３
Ｊ
２

記載なし 高僧和讃
○記載なし
●記載なし

仏、菩薩、教法、先徳などを和語で讃嘆した歌。七五調風に句を
重ねてある。

原
本

竪
帳

1

１２６ ８２５
Ｊ
３

安永２年１０月
（１７７３年）・癸巳

おなつ蘇生物語

○釈義貫聞書 東六修中珠数屋町：池田屋七
兵衛　皇都書林 大阪心斎橋筋両久□寺町西
入：柏原屋嘉助
●金谷横町：竹内

末尾に「深川八幡社内斉藤氏」「今は金谷宮崎町竹内八百吉方」
とある。浄土真宗信者おなつの物語。（版本）

原
本

竪
帳

1

１２７ ７２３
Ｊ
３

享和３年
（１８０３年）

新増改正 中興年代重宝
記

○記載なし
●記載なし

後半欠、裏に「享和三迄」とある。
原
本

状 1

１２８ ８２６
Ｊ
３

安政６年７月
（１８５９年）・未

ひら可奈八行 土葉志能
段 累物語

○金谷横町：竹内佐太郎（花押）
●（竹内）

挿絵に「狸のはろつつみ」がある。
原
本

竪
帳

1

１２９ ７８２
Ｊ
３

（江戸） 嫖客舞 他
○竹内はつ
●（竹内）

はじめに、嫖客舞「四海の波もおだやかに納る御代かとめてたけ
れ」云々。十二つき、流行唄あり。

原
本

竪
帳

1

１３０ ７８１
Ｊ
３

（江戸） 奥山半僧坊椿現
○金谷河原町：竹内しん
●（竹内）

内容は「姫万両」の絵入物語。
原
本

竪
帳

1

１３１ ７８３
Ｊ
３

（江戸） 長唄稽古本
○竹内はつ
●（竹内）

はじめに「白酒売」、以下、「紅葉狩」までを収録する。
原
本

竪
帳

1

１３２ ７８４
Ｊ
３

（江戸） 手毬唄
○竹内しむ子
●（竹内）

正月の毬つき、福引云々の唄を収めている。
原
本

横
半
帳

1

１３３ ７８６
Ｊ
３

（江戸） （歌舞伎演目案内）
○守田勘弥
●（竹内）

歌舞伎の見物案内記。
原
本

状 1
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１３４ ７８５
Ｊ
３

（江戸） 世志古野ぶし
○竹内新
●（竹内）

世志古野ぶしを記している。
原
本

横
帳

1

１３５ ７７９
Ｊ
３

（江戸）
おさと力三郎八重桜宝の
咲初

○此ぬし はつ
●（竹内）

おさと力三郎の恋物語、五番と記す書がある。
原
本

竪
帳

3

１３６ ７７８
Ｊ
３

（江戸） 寛政記春埜夢助物語
○記載なし
●（竹内）

はじめに、東叡山の由来を尋ねる記述から始まる、 ㊞（遠州金谷
河原横町竹内）あり。

原
本

竪
帳

1

１３７ ７８０
Ｊ
３

（江戸） 本てうし寄書
○竹内はつ
●記載なし

はじめに、「あだな之顔についほれこんで云々」とある。
原
本

竪
帳

1

１３８ ８２７
Ｊ
３

（江戸）
六番 おさと力三郎八重さ
くら宝の咲初

○千穐庵
●（竹内）

おさと力三郎の恋物語、五番と記す書がある。力三郎の恋物語。こ
の他、三番・四番の本を同封する。

原
本

竪
帳

3

１３９ ８２８
Ｊ
３

（江戸） 田宮物語
○記載なし
●（竹内）

巻末に「田宮物語巻之拾大尾」とあり、はじめに「田宮小太郎、将
軍家へ御目見の事」とのせ、以下続く。

原
本

竪
帳

1

１４０ ８２９
Ｊ
３

（江戸） 挿花伝書
○記載なし
●（竹内）

はじめに、「表六通三枝之事」とあり、挿花の伝書を記す。
原
本

横
半
帳

1

１４１ ７２５
Ｊ
３

（江戸） 勝川春亭画図
○記載なし
●（竹内）

諸国風景画。場所特定の記述はない。墨書きで1から4までの記
述。

原
本

絵
図

4

１４２ ７８８
Ｋ
１

天保３年１１月２９日
（１８３２年）

嗣講雲華院演説
○記載なし
●（竹内）

阿弥陀仏に関わる演説筆記。
原
本

竪
帳

1

１４３ ８４５
Ｋ
１

天保４年９月
（１８３３年）・巳

御再建御換様御作事より
申越候趣写置処也

○記載なし
●記載なし

寺院再建に係わる各建物の出来る時期の見込み報告。
原
本

竪
帳

1

１４４ ５７５
Ｋ
１

弘化３年８月５日
（１８４６年）・午

無上覚院様御制作御書
（朱字）

○（無上覚院）
●武州江戸 惣末寺中・惣門徒中

末寺や檀徒衆への教え。
原
本

竪
帳

1

１４５ ７８７
Ｋ
１

嘉永５年菊月
（１８５２年）・壬子

居り巡拝一覧 上
○雲龍斉
●（竹内）

高祖聖人六百回遠忌につき記す。
原
本

竪
帳

1

１４６ ８３３
Ｋ
１

明治４年１１月
（１８７１年）・辛未

越後国 お春記
○（竹内志ん）
●（竹内）

明治4年神無月中旬写しとあり、越後国お春の仏教物語。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD
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原・
写区
別

文書番号
形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考通し番号

１４７ ６６
Ｋ
１

明治５年３月
（１８７２年）・申

氏神寄附證文之事
○古横帳：伊惣治㊞ （遠州金谷河本屋）以下
13名㊞
●河原町御役人衆

氏神八雲神社遷座普請につき、氏子借財かさみ銘々寄附、金51
両1分永76文、千日講により寄附。差出人押印、墨線抹消あり。
（包紙入り）

原
本

状 1

１４８ ６４４
Ｋ
１

（江戸）８月５日 宮崎町調
○宮崎町惣代
●河原町御役人

7月朔日吉蔵の女子すへが死去。以下、産、婚礼、死去につき調
べる。

原
本

状 1

１４９ ８３０
Ｋ
１

（江戸）
大和国鉾立村 孝信清九
郎物語 上・下

○宮本屋：はつ
●（竹内）

浄土真宗信者、清九郎の生涯物語。
原
本

竪
帳

2

１５０ ８３１
Ｋ
１

（江戸） 高僧和讃
○記載なし
●（竹内）

浄土真宗の和讃。
原
本

竪
帳

1

１５１ ５８６
Ｋ
１

（江戸）
圓 満寺講師 2月8日御法
話

○竹治郎
●記載なし

竹治郎の書写か、阿弥陀仏の功徳を説いている。
原
本

竪
帳

1

１５２ ７３８
Ｋ
１

（江戸） 十八日講中別御教示
○（江戸南鍋町2丁目：遠州屋佐吉）
●記載なし

講を行う為の心懸けなどが、書かれている。
原
本

竪
帳

1

１５３ ７５５
Ｋ
１

（江戸） 神佛吉惣日之事 宮本
○記載なし
●記載なし

1年の暦に関する事が記載されている。（19枚）
原
本

横
帳

1

１５４ ７８９
Ｋ
１

（江戸）
正像末浄土和讃
愚禿善信集

○記載なし
●（竹内）

上記の和讃の他、念仏集4冊分がある。
原
本

竪
帳

5

１５５ ７９０
Ｋ
１

（江戸） 念仏和讃
○記載なし
●（竹内）

阿弥陀如来念仏和讃。
原
本

竪
帳

1

１５６ ５８５
Ｋ
１

記載なし 真宗授要編 釈教名集
○記載なし
●竹内九郎右衛門（表紙）

親鸞上人の行跡及び真宗の教えを記している。
原
本

竪
帳

1

１５７ １２
Ｋ
２

文化６年２月３０日
（１８０９年）・巳

賀古帳
○（裏表紙）横町：竹内九右衛門
●記載なし

はじめに、天保4年、58年忌を迎えたおりの各年忌の年を列記。以
下、半兵衛、金助、おりす、九右衛門、忠次郎、弥三次郎、おりく、
おとわ、新蔵、源五郎の各年忌を記す。

原
本

横
半
帳

1

１５８ １０
Ｋ
２

文政９年８月１４日
（１８２６年）・丙戌

香奠帳
○（表紙）俗名：九右衛門
●記載なし

香奠諸収入を記載。うら表紙に「俗名新蔵」とある。
原
本

横
帳

1
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１５９ ７４６
Ｋ
２

文政１３年５月吉日
（１８３０年）・庚寅

泰平江戸往来 全
○書林江戸馬喰町2丁目：森屋治郎兵衛
●（竹内）

本文「自遣往来」を記し、欄外に「江都年中行事」を載せている。
（19頁）

原
本

竪
帳

1

１６０ ７１６
Ｋ
２

天保６年
（１８３５年）

改正役者年暦珎重記
○並木舎（校合）
●（竹内）

「改正役者年暦珎重記」一覧末尾に、天保6年の記述、裏に「天保
6未年迄」とある。

原
本

状 1

１６１ １３
Ｋ
２

天保１５年１１月１５日
（１８４４年）・辰

御祝儀請納帳
○（裏表紙）竹内侭太郎、同喜代平
●記載なし

竹内侭太郎3才祝の祝儀物一覧、ぞうり、足袋等。喜代平寺上り祝
儀、これに嘉永元年申11月の帳面が1冊あり。

原
本

横
帳
・
状

2

１６２ ８
Ｋ
２

弘化３年１０月２３日
（１８４６年）・丙午

拾三回忌控
○（裏表紙）俗名：半兵衛
●記載なし

裏表紙に「俗名半兵衛分」とあり、供養奉納の物品・氏名の記載が
ある。

原
本

横
帳

1

１６３ １１
Ｋ
２

嘉永３年１１月１５日
（１８５０年）・戌

御祝儀請納帳
○（裏表紙）九才 竹内侭太郎
●記載なし

あま鯛2つ 円次郎、以下、9才祝の祝儀物を記載。
原
本

横
帳

1

１６４ ８３２
Ｋ
２

安政５年
（１８５８年）・戊午

改正増補 重宝雑書
○木屋伊兵衛
●（竹内）

嘉永3年新刻版を改正した。毎年として明の方を知る事、男女相性
吉凶を知る事、他に、占い関係の事柄を載せている。日本の略図
入り。帯封あり、此庄竹丸の墨書あり。

原
本

状 1

１６５ ９
Ｋ
２

（江戸）８月２４日
・午

諸色入用覚帳
○(裏表紙）横町：半兵衛
●記載なし

葬儀に係わる諸費を記載。支払い等、半兵衛のもの。
原
本

横
帳

1

１６６ ８３４
Ｋ
２

（江戸） （伊勢の神を寿ぐ歌）
○清浄園：竹貫謹書
●（竹内）

「天つちを照らしますてふ皇むつの太きの神そ尊き」の歌を中心に
和歌を記す。

原
本

状 3

１６７ ６４３
Ｋ
２

（江戸） 御目待入用
○記載なし
●記載なし

1軒に付き金1朱ずつ入用。日付・相済・人名等を記している。
原
本

状 1

１６８ ７５３
Ｋ
２

（江戸） 延宝大秘録 巻弐拾七
○記載なし
●宮本はつ

神社仏閣などが紹介されている。浅草、浅草寺、業平天神、目黒
不動が書かれ、寺社参詣の心得が書かれている。

原
本

竪
帳

1

１６９ ６２
Ｋ
２

（江戸） 寿
○松浦しけ
●（竹内家）

88歳、米寿祝の記念品、「寿」の文字を記す。
原
本

状 3

１７０ ６１
Ｋ
２

（江戸） 日時計
○芝赤羽根 御茶所：三香庵
●（竹内）

御茶所が出した占札。
原
本

状 1

１７１ ７４５
Ｋ
２

（江戸）
蓬来山人撰 全1巻48手
最手鏡 完 歌川国安画
永寿堂梓

○東都両国吉川町（書林）：大黒屋平吉 板
●記載なし

相撲の48手が絵と共に書かれている。
原
本

竪
帳

1
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１７２ ７９１
Ｋ
２

（江戸） 占本
○竹内はつ
●（竹内）

「清明日和鏡」「菅のうらない」の2冊がある。
原
本

竪
帳

2

１７３ ７９２
Ｋ
２

（江戸） 江戸名所流言競初編
○記載なし
●（竹内）

「江戸名所流言競」の他、「江戸はしづくし」「厄除わらふ門」などを
収めている。

原
本

竪
帳

1

１７４ ７５６
Ｋ
２

記載なし 三味線胡弓
○記載なし
●記載なし

演目一覧。
原
本

横
帳

1

１７５ １５ Ｘ
天保５年８月２３日
（１８３４年）・午

香奠帳 俗名半兵衛
○記載なし
●記載なし

鳥目、赤飯、ろうそくと名前が書かれ、香奠がお金や品物などで出
されていた事がわかる。

分類Ｋ２に相
当する

原
本

横
帳

1

１７６ ７３０ Ｘ
天保１４年８月２日
（１８４３年）

一札之事
○南植町保兵衛店清十郎㊞
●おゑい

妻にもらいうけのところ余儀なく相談の上、離縁。
原
本

状 1

１７７ ７２２ Ｘ （江戸）３月２８日 （記）
○湯日村：近賀久蔵（文書うら記載）
●日坂行道具方貸

鎧ひつ連尺付、他、諸道具一覧。
原
本

状 1

１７８ ６７ Ｘ （江戸） （江戸）
○記載なし
●（竹内）

屋敷図、境地を記す。
原
本

絵
図

5

１７９ ８５ Ｘ （江戸） 家屋敷證文
○河原町：伊藤三郎兵衛
●記載なし

包紙。この中に「披露三月金吉」の包がある、包紙は證文の反故
紙。

原
本

状 1

１８０ ３６ Ｚ （江戸） 證文包紙
○略
●略

略。
原
本

状 2

１８１ ８３５ Ｚ （江戸） 薬袋
○初五郎
●（竹内）

「初五郎」と記す紙袋（習字のあとあり）。
原
本

袋 1

１８２ ８４６ Ｚ 記載なし 記載なし
○記載なし
●記載なし

断簡（書簡、受取り証などを一括）。
原
本

状 1

１８３ ５７３ Ｚ 記載なし 断簡
○記載なし
●記載なし

略（状の破片や紐など）。
原
本

状
・
他

一
括


